
         

暗
い
日
曜
日
の
戯
れ 

          



梗
概 

 

突
然
死
が
頻
発
し
て
い
た
。 

 
死
亡
者
は
一
様
に
死
の
直
前
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

日
曜
日
の
夜
。 

 

数
年
間
引
き
こ
も
り
状
態
の
若
林
（2

3

）
が
明
か
り

の
な
い
部
屋
の
中
で
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
た
と
き

の
こ
と
。 

 

若
林
が
目
を
閉
じ
る
と
、
ス
マ
ホ
画
面
の
残
像
が
放

つ
光
の
奥
か
ら
有
馬
（4

0

）
が
姿
を
現
す
。 

 

有
馬
は
異
界
の
化
け
物
で
あ
り
、
ス
マ
ホ
画
面
の
光

を
介
し
て
人
間
の
瞳
の
中
へ
と
現
れ
、
そ
の
人
間
の

命
を
喰
ら
う
の
だ
っ
た
。 

 



有
馬
に
襲
わ
れ
、
間
一
髪
の
と
こ
ろ
で
難
を
逃
れ
る

若
林
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
戯
れ
心
か
ら
あ
の
手
こ

の
手
で
有
馬
を
挑
発
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 
そ
し
て
長
い
攻
防
の
末
、
若
林
は
自
分
の
瞳
の
中
に

有
馬
を
幽
閉
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。 

 

有
馬
は
「
解
放
し
な
け
れ
ば
殺
す
」
と
脅
す
が
、
社

会
か
ら
落
伍
し
生
き
る
希
望
を
失
っ
て
い
る
若
林
は

意
に
介
さ
な
い
。 

 

追
い
込
ま
れ
た
有
馬
は
拷
問
に
よ
っ
て
若
林
を
ね
じ

伏
せ
、
瞳
の
中
か
ら
脱
す
る
。 

 

両
者
の
因
縁
は
深
ま
り
、
殺
し
合
い
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
な
る
。 

 

有
馬
を
し
と
め
た
い
若
林
は
こ
れ
ま
で
の
有
馬
の
言

動
か
ら
光
が
弱
点
で
あ
る
と
推
測
す
る
。 

 



迎
え
た
決
戦
の
朝
。 

 

瞳
の
中
の
暗
闇
で
対
峙
す
る
二
人
。 

 
有
馬
が
ま
さ
に
若
林
を
殺
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
若
林

は
瞳
を
開
け
て
太
陽
を
見
つ
め
る
。 

 

瞳
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
た
太
陽
の
光
が
暗
闇
を
眩
し

く
照
ら
し
、
有
馬
は
息
絶
え
る
。 

 

こ
う
し
て
長
い
一
日
は
終
わ
り
、
若
林
は
数
年
ぶ
り

に
朝
の
光
に
祝
福
さ
れ
る
の
だ
っ
た
。 

        



 

登
場
人
物 

 

若
林
（2

3

） 

引
き
こ
も
り 

有
馬
（4

0

） 
 

人
喰
い 

 

男1
 

男2
 

愛
子
（4

9

） 

若
林
の
母 
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○
男

1

の

部
屋
（
夜
） 

 
 

明
か
り
の

消
え
た
部
屋
。 

 
 

ス
マ
ホ
の
光
が

ぽ
つ
ん
と

室
内
を
照

ら
し
て
い

る
。 

 
 

男
1

、
ベ
ッ
ド

に
寝
こ
ろ
ん
で

ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム

を
し
て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

g
a

m
e

 o
v

e
r

の
文
字
。 

 
 

男

1

、
ス
マ
ホ

を
枕
元
に
放
る
。 

 
 

男

1

、
目

を
つ
ぶ
る
。 

 

○
男

1

の

瞳
の
中
（
男

1

の
主
観
映
像
） 

 
 

暗
闇

に
ス
マ
ホ

画
面
の
形

を
し
た
光

の
残
像
が

ぼ
ん
や
り
と
浮
か
ん
で
い
る
。 

 
 

有
馬

（4
0

）
、
光
の
奥
か
ら

現
れ
る
。 

 
 

有
馬

、
髪
を
振

り
乱
し
な
が
ら

怖
ろ
し
い
形
相

で
迫
っ
て
く
る
。 

 

○
男

2

の

部
屋
（
数
日
後
・
夜
） 

 
 

明
か
り
の

消
え
た
部
屋
。 

 
 

 
 

ス
マ
ホ
の
光
が

ぽ
つ
ん
と

室
内
を
照

ら
し
て
い
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る
。 

 
 

男

2

、
ベ
ッ
ド
に
寝
寝
こ
ろ
ん
で

L
IN

E

を
し

て
い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
に

以
下
の
や
り
と
り
。 

 
 

「
最
近
ヤ
バ
く
な
い

？
」 

 
 

と

L
IN

E

が
く
る
。 

 
 

「
ヤ
バ
い
」
と

男

2

が
返

す
。 

 
 

「
突
然
死

の
ニ
ュ
ー
ス
」 

 
 

「
う
ん
」 

 
 

「
死

ん
だ
人
た
ち
は
み
ん
な
死
ぬ
前

に
ス
マ
ホ

や
っ
て
た
ん
だ
っ
て
」 

 
 

「
ら
し
い
ね
」 

 
 

「
し
か
も

死
亡
時
刻

は
全
員
夜

」 

 
 

「

じ

ゃ

あ

な

ん

で

こ

ん

な

時

間

に

L
IN

E

し

た
？
」 

 
 

「
笑
笑
」 

 
 

「
笑
笑
」 

 
 

「
寝

る
ね
」 

 
 

「
お
や
す
み
」 

 
 

ハ
ー
ト
マ
ー
ク

の
ス
タ
ン
プ
が
く
る
。 
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男

2

、
ニ
ヤ
ケ

な
が
ら
ハ
ー
ト
マ
ー
ク

の
ス
タ

ン
プ
を
返

す
。 

 
 

男

2

、
ス
マ
ホ

を
枕
元
に
お
く
。 

 
 

男

2

、
目

を
閉
じ
る
。 

 

○
男

2

の

瞳
の
中
（
男

2

の
主
観
映
像
） 

 
 

暗
闇

に
ス
マ
ホ

画
面
の
形

を
し
た
光

の
残
像
が

ぼ
ん
や
り
と
浮
か
ん
で
い
る
。 

 
 

有
馬
、
光

の
奥

か
ら
か
ら

現
れ
る
。 

 
 

有
馬

、
髪
を
振

り
乱
し
な
が
ら

怖
ろ
し
い
形
相

で
迫
っ
て
く
る

。 

 

○
若
林
の

部
屋
（
数
日
後
・
夕
） 

 
 

カ
ー
テ
ン

の
閉

め
切
ら
れ
た
暗
い
室
内
。 

 
 

ス
マ
ホ
の
光
が

ぽ
つ
ん
と

室
内
を
照

ら
し
て
い

る
。 

 
 

若
林
（2

3

）
、
座

り
込
ん
で

ス
マ
ホ
を

い
じ
っ
て

い
る
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
の

検
索
欄
に

以
下
の
文
字
。 

 
 

「
自
殺 

楽
な

方
法
」 



- 4 - 

 

 
 

検
索
結
果

に
以
下
の
文
字

が
踊
る
。 

 
 

「
東
京
都

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
ほ
っ
と

ナ
ビ
」 

 
 

「
ヤ
フ
ー

知
恵
袋 

楽
な

死
に
方
を

教
え
て
く

だ
さ
い
」 

 
 

「
自
殺
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
へ

」 
 

 

 
 

若
林
、
ス
マ
ホ

を
床
に
お
く
。 

 
 

若
林

、
た
め
息
混
じ
り
に

目
を
閉
じ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

暗
闇

に
ス
マ
ホ

画
面
の
形

を
し
た
光

の
残
像
が

ぼ
ん
や
り
と
浮
か
ん
で
い
る
。 

 
 

有
馬

、
光
の
奥

か
ら
現
れ
る
。 

 
 

有
馬
、
髪
を
振

り
乱
し
な
が
ら

怖
ろ
し
い
形
相

で
迫
っ
て
く
る

。 

 
 

有
馬
、
コ
ケ
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林

、
は
っ
と

目
を
開
け
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 
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有
馬
、
若
林
を

見
失
い
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と

辺

り
を
見
回

す
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
唖
然
と
し
て
い
る
。 

 
 

若
林

、
目
を
閉

じ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

有
馬
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

有
馬
、
若
林
に

気
づ
く
。 

 
 

有
馬

、
若
林
に

襲
い
か
か
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
は
っ
と

目
を
開
け
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

有
馬
、
若
林
を

見
失
い
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と

辺

り
を
見
回

す
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
の

形
を
し
た

光
が
小
さ
く
な
っ
て

い
く
。 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
閉

じ
る
。 

 
○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

す
っ
か
り

小
さ
く
な
っ
た

光
。 

 
 

有
馬

、
光
の
ほ
う
へ

戻
っ
て
い
く
。 

 
 

有
馬

、
光
の
前

で
立
ち
止

ま
り
、
振

り
返
る
。 

 
 

有
馬
、
若
林
を
じ
っ
と
見

る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
開
け
る
。 

若
林
「…

」 

 

○
若
林
家
・
階
段~

廊
下 

 
 

若
林
、
降

り
て
い
く
。 

 
 

若
林
、
ト
イ
レ

へ
入
る
。 

 

○
若
林
家
・
リ
ビ
ン
グ 

 
 

愛
子
（4

9

）
、
晩
飯

の
支
度

を
し
て
い
る
。 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

ス
マ
ホ
の
光
が

ぽ
つ
ん
と

室
内
を
照

ら
し
て
い

る
。 

 
 

若
林
、
ス
マ
ホ

を
見
て
い
る
。 

 
 

画
面

に
ニ
ュ
ー
ス
記
事
の

見
出
し
。 

 
 

「
謎

の
突
然
死
」 

 
 

「
原
因
は
ス
マ
ホ
か
？
」 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

薄
暗

い
室
内
を

蝋
燭
の
灯

り
が
淡
く

照
ら
し
て

い
る
。 

 
 

有
馬
、
テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
ナ
イ
フ

と
フ
ォ
ー

ク
で
人
間

の
脳
味
噌

を
が
っ
つ
い
て
い
る
。 

 
 

床
に
は
無
数
の

頭
蓋
骨
。 

 
 

と
、

壁
に
ス
マ
ホ
画
面
の

形
を
し
た

光
の
ド
ア

が
現
れ
る
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
を

見
て
反
射
的
に
立
ち

上
が
り
、

ド
ア
の
奥

へ
入
っ
て
い
く

。 
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×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

  
 

光
の

ド
ア
が
次
第
に
萎
ん
で
ゆ
く
。 

 
 

有
馬
、
小
さ
く
な
っ
た
光

の
ド
ア
を
く
ぐ
り

抜

け
て
帰
っ
て
く
る
。 

 
 

有
馬

の
手
に
人
間
の
生
首
。 

 
 

有
馬
、
生
首
を

テ
ー
ブ
ル

の
皿
に
の
せ
る
。 

 
 

有
馬
、
椅
子
に

座
り
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
を
手

に
す
る
。 

 
 

と
、

壁
に
ま
た

光
の
ド
ア

が
現
れ
る

。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
を

見
て
反
射
的
に
立
ち

上
が
り
、

ド
ア
の
奥

へ
入
っ
て
い
く

。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

暗
闇

の
中
に
光

の
ド
ア
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
か
ら
入
っ
て
く
る
。 

 
 

正
面

に
若
林
の

姿
。 

 
 

有
馬
、
若
林
を

見
て
、
に
や
り
。 

 
 

有
馬
、
若
林
へ

飛
び
か
か
る
。 

 
 

と
、

若
林
の
姿

が
消
え
る
。 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
開

け
て
い
る

。 

 
 

若
林

、
素
早
く
ま
ば
た
き
を
繰
り
返

す
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬

の
正
面
で
、
若
林
、

忙
し
く
消

え
た
り
現

れ
た
り
し
て
い
る
。 

有
馬
「…

」 

 
 

有
馬

の
背
後
で

光
の
ド
ア

が
次
第
に

萎
ん
で
ゆ

く
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
の
ほ
う

へ
踵

を
返
す
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
つ
ぶ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬
、
若
林
の
ほ
う
を
振

り
返
り
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
下

が
っ
て
い
く
。 

 
 

若
林
、
姿
を
現

し
た
ま
ま

じ
っ
と
有
馬

を
見
て
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い
る
。 

 
 

有
馬
、
飛

び
か
か
ろ
う
と
す
る

フ
ェ
イ
ン
ト

を

若
林
に
仕
掛
け
る
。 

 
 

若
林
、
消

え
る
。 

 
 

若
林
、
す
ぐ
に

現
れ
る
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
の

手
前
ま
で
い
く
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
に

入
ろ
う
と

見
せ
か
け
、

猛
ダ
ッ

シ
ュ
で
若
林
へ
飛
び
か
か
る
。 

 
 

若
林
、
消

え
る
。 

 
 

有
馬
、
立

ち
止

ま
る
。 

 
 

若
林
、
姿

を
現

す
。 

 
 

光
の

ド
ア
が
消

え
か
け
て
い
る

。 

 
 

有
馬

、
潜
り
込

む
よ
う
に

ド
ア
の
奥

へ
帰
っ
て

い
く
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
開

け
る
。 

 
 

若
林
、
に
や
り
と
笑
う
。 

 

○
有
馬
の

部
屋 
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有
馬
、
戻
っ
て
く
る
。 

 
 

有
馬
、
壁
を
叩

い
て
悔
し
が
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
ス
マ
ホ

画
面
に
ガ
ム
テ
ー
プ

を
貼
り
つ

け
て
い
る
。 

 
 

ガ
ム
テ
ー
プ
で

覆
わ
れ
て
い
く

ス
マ
ホ

画
面
。 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬
、
テ
ー
ブ
ル
で
脳
味
噌
に
が
っ
つ
い
て
い

る
。 

 
 

と
、

壁
に
覗
き

穴
の
よ
う
な
光
が
現

れ
る
。 

 
 

有
馬
、
反
射
的

に
立
ち
上

が
り
、
光

の
穴
を
見

る
。 

有
馬
「…

？
」 

 
 

有
馬
、
光

の
穴

を
の
ぞ
き

込
む
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

 
 

床
に

ス
マ
ホ
。 
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ガ
ム
テ
ー
プ
で

目
張
り
さ

れ
小
さ
な

穴
の
形
に

な
っ
た
画
面
が
光
を

放
っ
て
い
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

光
の

穴
の
向
こ
う
に

有
馬

の
目
玉
。 

 
 

有
馬
、
若
林
を

伺
っ
て
い
る
。 

 
 

光
の

穴
、
や
が
て
消
え
る

。 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬
、
テ
ー
ブ
ル
の
皿
を
ぶ
ち
ま
け
て

悔
し
が

る
。 

 
 

有
馬
、
室
内
を

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

と
壁

に
光
の
ド
ア
が
現
れ
る
。 

 
 

有
馬

、
ド
ア
へ

飛
び
込
ん
で
い
く
。 

 
 

次
第

に
萎
ん
で
い
く

ド
ア
。 

 
 

有
馬
、
生
首
を

引
っ
提
げ
て
ド
ア
か
ら

戻
っ
て

く
る
。 

 
 

有
馬
、
生
首
を

乱
暴
に
テ
ー
ブ
ル
に
お
く
。 

 
 

と
壁

に
光
の
ド
ア
が
現
れ
る
。 

 
 

有
馬

、
ド
ア
へ

飛
び
込
ん
で
い
く
。 



- 13 - 

 

 
 

次
第

に
萎
ん
で
い
く

ド
ア
。 

 
 

有
馬
、
生
首
を

引
っ
提
げ
て
ド
ア
か
ら

戻
っ
て

く
る
。 

 
 

有
馬
、
生
首
を

乱
暴
に
テ
ー
ブ
ル
に
お
く
。 

 
 

と
壁

に
光
の
ド
ア
が
現
れ
る
。 

 
 

有
馬

、
ド
ア
へ

飛
び
出
し
て
い
こ
う
と
す
る

。 

 
 

が
、

ド
ア
が
細
長
い
形
を
し
て
お
り

、
有
馬
、

入
れ
ず
に

壁
に
体
を
ぶ
つ
け
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

 
 

床
に

ス
マ
ホ
。 

 
 

ガ
ム
テ
ー
プ
で

目
張
り
さ
れ
細
長
い

形
に
な
っ

た
画
面
が

光
を
放
っ
て
い
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
映
像
） 

 
 

有
馬
、
光

の
ド
ア
の
奥
で
も
が
い
て
い
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
に
ん
ま
り
す
る
。 
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○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬

、
地
団
駄

を
踏
む
。 

 
○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
ス
マ
ホ

画
面
に
貼

ら
れ
た
ガ
ム
テ
ー
プ

を
剥
が
し
て
い
る
。 

 
 

と
床

に
小
さ
な

蜘
蛛
。 

 
 

若
林
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
手
に

取
る
。 

 
 

若
林
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

飲
み
口
で

蜘
蛛
を
覆

い
被
す
。 

 
 

蜘
蛛
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

中
を
よ
じ

登
っ
て
い

く
。 

 
 

若
林
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
し
め

る
。 

若
林
「
（
捕
ら
え
た
蜘
蛛

を
見
つ
め
）…

」 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬
、
室
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。 

 
 

有
馬
、
苛
立
っ
て
い
る
。 

 
 

と
壁

に
光
の
ド
ア
が
現
れ
る
。 
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有
馬
「…

」 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

正
面

に
若
林
の

姿
。 

若
林
「
（
に
や
り

）
」 

有
馬
「
（
凄
む
）
」 

 
 

有
馬
、
ゆ
っ
く
り
と

若
林

に
近
づ
く
。 

 
 

突
然

、
光
が
暗
闇
を
包
み

込
む
。 

有
馬
「
？
！
」 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目
を
つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、

瞼
の

上
か
ら
両

目
に
懐
中
電
灯

を
押

し
あ
て
て
い
る

。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬

、
眩
し
さ
で
目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 

有
馬
、
悶
え
な
が
ら

ド
ア
の
ほ
う
へ
引

き
返
す
。 

 
 

 
 

有
馬
、
何

と
か

目
を
開
け
る
。 

有
馬
「
？
！
」 
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ド
ア

の
光
が
懐
中
電
灯
の

光
に
紛
れ
、

ド
ア
が

見
つ
か
ら
な
い
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
懐
中
電
灯
を
瞼
か
ら
放
す
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬
、
光
の
ド
ア
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
う
ろ
た

え
て
い
る
。 

 
 

や
が
て
ド
ア
も
ろ
と
も
光

が
消
え
、

暗
闇
が
訪

れ
る
。 

 
 

有
馬
、
呆
然
と

立
ち
尽
く
す
。 

愛
子
の
声
「
ご
飯
よ
ー
」 

 

○
若
林
の

部
屋
の
前 

 
 

愛
子
、
ド
ア
を

ノ
ッ
ク
す
る
。 

 
 

愛
子
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
と

水
の
の
っ
た

ト
レ
ー

を
ド
ア
の

前
に
お
く
。 

愛
子
「
お
い
と
く
か
ら
ね

」 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林

、
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。 

 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

対
峙

す
る
若
林

と
有
馬
の

姿
が
暗
闇

の
中
に
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。 

若
林

M

（
モ
ノ
ロ
ー
グ
）「
俺
た
ち
は

孤
独

だ
っ
た
。

俺
た
ち
は
い
つ
だ
っ
て
日
陰
者

の
よ
う
に

街
を
歩
い

た
。
俺
た
ち
に
は
洗
練
さ
れ
た

祝
福
な
ど

あ
り
得
る

は
ず
も
な
か
っ
た
」 

有
馬

M

「
俺
た
ち
は

生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て

罪
人
だ

っ
た
。
誰

か
に
心
を

開
く
こ
と
も
、

誰
か
と

本
気
で

笑
い
合
う

こ
と
も
、

俺
た
ち
に
は
で
き
な
か
っ
た

」 

若
林

M

「

俺
た
ち
は

薄
暗
が
り
の
中
で
自
分

を
持
て

余
し
、
そ
う
し
て
何
一
つ
決
着

を
つ
け
ら
れ
ぬ
ま
ま

限
り
な
く

緩
慢
に
、
し
か
し
確
実
に
時
間

は
過
ぎ
て

ゆ
き…

」 

有
馬

M

「

愛
を
見
つ
け
る
こ
と

」 

若
林

M

「
愛
を
育
む

こ
と
」 

有
馬

M

「
そ
ん
な
当

た
り
前
の

喜
び
さ
え

指
の
隙
間



- 18 - 

 

か
ら
砂
の
よ
う
に
す
り
抜
け
て
し
ま
う
」 

 

○
若
林
の

部
屋
（
夜
） 

 
 

日
が

落
ち
、
暗

く
な
っ
た

室
内
。 

 
 

ス
マ
ホ
画
面
の

光
だ
け
が

微
か
に
室
内

を
照
ら

し
て
い
る
。 

 
 

若
林
、
目
を
閉

じ
て
い
る
。 

 
 

や
が
て
ス
マ
ホ

が
ス
リ
ー
プ
し
、
室
内

に
完
全

な
闇
が
訪

れ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
） 

 
 

S
E

 

近
づ
く
足
音 

 
 

 
 

足
音
、
目

の
前
で
や
む 

 
 

以
下
、
有
馬
と

若
林
の
姿

は
見
え
ず
、

暗
闇
の

中
に
声
だ
け
が

響
く
。 

有
馬
「
単
刀
直
入
に
い
お
う
」 

若
林
「…

」 

有
馬
「
解
放
し
な
け
れ
ば

お
前

を
殺
す
」 

若
林
「…

」 

有
馬
「
察

し
は
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
お

前
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自
身
の
瞳

の
中
だ
。

人
間
の
網
膜
に
焼
き

付
い
た
ス

マ
ホ
の
光

を
経
由
し

て
俺
は
お

前
た
ち
人
間

の
中
に

入
り
込
み

、
脳
味
噌

を
喰
ら
う

こ
と
が
で
き
る
」 

若
林
「…

」 
有
馬
「
こ
こ
で
の
ル
ー
ル

は
二

つ
。
一
つ
。

お
前
が

目
を
閉
じ

て
い
る
限

り
お
前
は
こ
の

空
間

に
存
在
し

続
け
る
。

二
つ
。
お

前
は
こ
の

空
間
で
一
歩

た
り
と

も
動
け
な
い
。

ゆ
え
に
こ
の
俺

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は

不
可
能
」 

若
林
「…

」 
 

 

有
馬
「
そ
こ
い
る
ん
だ
ろ
？ 

さ
ァ
、
今

す
ぐ
ス
マ

ホ
で
光
の

ド
ア
を
こ
し
ら
え
ろ

」 

若
林
「…

」 

有
馬
「
素
直
に
す
り
ゃ
こ
れ
ま
で
の

再
三

に
わ
た
る

俺
へ
の
侮
辱
行
為
は

見
逃
し
て
や
る
」 

若
林
「…

気
に
入
ら
な
い

ね
」 

有
馬
「
何

だ
と
？
」 

若
林
「
黙

っ
て
聞
い
て
れ
ば
、

ま
る
で
ア
ン
タ
の
ほ

う
が
有
利

な
立
場
に
い
る
か
の
よ
う
な
物
言

い
だ
」 

有
馬
「
事
実
を
い
っ
た
ま
で
だ

」 
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若
林
「
俺

が
死
ね
ば

光
の
ド
ア

を
作
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ア
ン
タ
は
永
久
に
こ

の
暗
闇

か
ら

出
ら
れ
な
い
。

そ
う
だ
ろ
う
？
」 

有
馬
「…

ど
う
か
な
？
」 

若
林
「
俺

を
殺
す
こ
と
は

ア
ン
タ
自
身
を
も

殺
す
こ

と
。
つ
ま
り
、

ア
ン
タ
に
俺
は

殺
せ
な
い

（
と
に
や

り
）
」 

有
馬
「…

そ
う
か
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

指
を
バ
キ
バ
キ
鳴

ら
す
音 

有
馬
「
腹

が
減
っ
て
く
る
と
理
性
が
な
く
な

る
の
が

俺
の
悪
い

癖
だ
。
考

え
を
改
め
る
な
ら
今

の
う
ち
に

し
な
」 

若
林
「…

ア
ン
タ
、

俺
が
死
ぬ

の
を
怖
が
っ
て
い
る

と
で
も
？

」 

有
馬
「…

」 

若
林
「
俺

は
社
会
か
ら
落
ち
こ
ぼ
れ
た
負

け
犬
だ
。

も
と
よ
り

生
き
る
こ
と
な
ん
か

諦
め
て
い
る

。
楽
に

死
ね
る
な
ら
今
す
ぐ

死
に
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
を

毎

日
考
え
て
る
」 

有
馬
「…

」 
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若
林
「
今

死
ね
ば
英
雄
に
な
れ
る
」 

有
馬
「
英
雄
？

」 

若
林
「
命

を
擲
っ
て

ア
ン
タ
か
ら
世
界
を

救
っ
た
英

雄
に
ね
」 

有
馬
「
誰

に
も
気
づ
か
れ
な
い
さ
」 

若
林
「
俺

は
そ
れ
で
い
い
」 

有
馬
「…

」 

若
林
「
さ

ァ
殺
し
て
く
れ

よ
。

俺
は
死
ん
だ
っ
て
い

い
ん
だ
。

早
く
殺
せ
よ
！
」 

 
 

暗
闇

の
中
、
し
ば
し
の
沈
黙
。 

若
林
「
（
に
や
り
と
）
形
勢
逆
転

だ
」 

有
馬
「
（
嘲
り
笑
う
）
」 

若
林
「…

？
」 

有
馬
「
ど
う
や
ら
自
分
の
お
か
れ
た

状
況

が
イ
マ
イ

チ
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
な
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

パ
チ
ン

と
頬
を
叩

く
音 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

暗
闇

の
中
、
若
林
の
絶
叫

が
轟
く
。 

若
林
「
ぎ
ゃ
わ
う
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ぅ

！
！
！
」 

 
 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

若
林
「
（
喘
ぐ
）
何
す
る
ん…

」 

 
 

Ｓ
Ｅ 
パ
チ
ン

と
頬
を
叩

く
音 

 

○
若
林
の

部
屋 

若
林
「
（
絶
叫

）
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

ド
ア
の

ノ
ッ
ク
音 

愛
子
の
声
「
ど
う
し
た
の
？
！ 

何
し
て
る
の
？
！
」 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

若
林
「
（
叫
ぶ
）
待
て
ッ
！
」 

有
馬
「…

」 

若
林
「
待

っ
て
く
れ

ッ
！
」 

有
馬
「
お

前
が
こ
こ

に
現
れ
た

瞬
間
、
俺

は
即
座
に

お
前
を
殴

る
。
こ
の

暴
力
は
永
遠
に
続
く
ぞ
。
い
つ

ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
な
」 

若
林
「
や
め
ろ…

」 
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有
馬
「
有
利
な
立
場

に
い
る
の

は
俺
な
の

か
、
お
前

な
の
か
、

い
っ
て
み
ろ
！
」 

若
林
「…

下
が
れ
」 

有
馬
「
な
ぜ
？

」 
若
林
「
下

が
ら
な
い
と
要
求
は

呑
ま
な
い

」 

有
馬
「…
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

足
音
が

聞
こ
え
出

す 

 
 

 
 

 

足
音
、

ゆ
っ
く
り
と
遠
の
く 

 
 

 
 

 

足
音
、

や
む 

有
馬
「1

分
だ
け
待
っ
て
や
る
！
」 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

室
内

に
ス
マ
ホ

の
光
が
灯

る
。 

 
 

そ
の

微
か
な
光

が
若
林
の

姿
を
映
し

出
す
。 

 
 

若
林
、
苦
痛
に

顔
を
歪
め
て
い
る
。 

 
 

若
林
、
ス
マ
ホ

の
光
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

暗
闇

に
光
の
ド
ア
が
現
れ
る
。 

 
 

光
が

若
林
と
有
馬
の
姿
を

映
し
出
す
。 
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有
馬
「
最
初
か
ら
そ
う
す
れ
ば
い
い

も
の
を

」 

 
 

有
馬

、
ド
ア
へ

入
っ
て
い
く
。 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬
、
入

っ
て
く
る
。 

有

馬

「
（

苛

立

っ

て

）

オ

ン

ド

レ

！ 

あ

の

ク

ソ

ガ

ギ
！ 

舐

め
や
が
っ
て
！
」 

 
 

有
馬

、
乱
暴
に

テ
ー
ブ
ル

の
ナ
イ
フ

を
手
に
す

る
。 

 
 

弾
み
で
蝋
燭
が

床
に
落
ち
る
。 

 
 

蝋
燭

の
消
え
、

室
内
が
暗
闇
に
包
ま
れ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬
、
ド
カ
ド
カ
や
っ
て
く
る

。 

有
馬
「
バ
カ
が
っ
！
」 

 
 

有
馬
、
ナ
イ
フ

を
投
げ
る
。 

 
 

ナ
イ
フ
が
若
林

へ
猛
ス
ピ
ー
ド

で
飛

ん
で
く
る
。 

 
 

若
林

、
間
一
髪
、
消
え
る

。 

有
馬
「
（
舌
打

ち
）
」 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

ス
マ
ホ
の
光
が

微
か
に
照

ら
し
て
い
る
。 

 
 

若
林
、
荒
い
息

を
吐
く
。 

若
林
「
危

な
か
っ
た…

あ
の
野
郎…

逃
が
し
て
や
っ

た
の
に…

」 

 
 

ス
マ
ホ
が
ス
リ
ー
プ

し
、

室
内
が
暗
闇

に
包
ま

れ
る
。 

 
 

若
林

の
怒
り
狂

っ
た
声
が

響
く
。 

若
林
「
（
叫
ぶ
）
ヤ
る
！ 
絶
対

に
ヤ

る
！
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

ド
カ
ド
カ
歩
く
足
音 

 
 

 
 

 

乱
暴
に

ド
ア
を
開

け
る
音 

 
 

廊
下

の
明
か
り
が
室
内
に

差
し
込
む
。 

 
 

若
林
、
廊
下
に

出
る
。 

 
 

若
林
、
鍋
焼
き
う
ど
ん
と

水
の
の
っ
た

ト
レ
ー

を
持
っ
て

戻
っ
て
く
る
。 

 
 

若
林
、
ド
ア
を

閉
め
る
。 

  
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

  
 

Ｓ
Ｅ 

ズ
ル
ズ
ル
と
う
ど
ん
を

啜
る

音 
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水
を
ガ
ブ
ガ
ブ
飲

む
音 

 
 

 
 

 

ズ
ル
ズ
ル
と
う
ど
ん
を

啜
る

音 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の

音
と
重
な
る
よ
う
に…

 

 
○
有
馬
の

部
屋 

 
 

Ｓ
Ｅ 
ジ
ュ
ル
ジ
ュ
ル
と

脳
味
噌
を

啜
る
音 

 
 

 
 

 

ボ
リ
ボ
リ
骨
を
砕

く
咀
嚼
音 

 
 

壁
に

光
の
ド
ア

が
現
れ
る
。 

 

 
 

光
が

有
馬
の
姿

を
映
し
出

す
。 

 
 

有
馬
、
脳
味
噌

を
貪
っ
て
い
る
。 

有
馬
「
（
物
凄

い
形
相

で
）
ク
ソ
ガ
ギ
！ 
必
ず
ヤ
っ

た
る
！
」 

 

○
若
林
の

部
屋 

若
林
「
弱
点
は
な
ん
だ
！ 

奴

の
弱
点
は
！
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

ノ
ッ
ク

の
音 

愛
子
の
声

「
い
い
加
減
、
出
て
き
た
ら
ど
う
？
」 

若
林
「…

」 

愛

子

の

声

「

そ

う

や

っ

て

も

う

何

年

に

な

る

の

？ 

い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
っ
て
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
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だ
し
」 

若
林
「…

」 

愛
子
の
声
「
聞

い
て
る
？
」 

 
 

廊
下

の
明
か
り

が
室
内
に

微
か
に
漏

れ
て
い
る
。 

 
 

若
林

、
は
っ
と
す
る
。 

 

○
（
回
想
）
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

懐
中
電
灯

の
光

が
射
し
込

む
。 

 
 

有
馬
、
眩

し
さ
で
目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 

有
馬
、
悶

え
な
が
ら

ド
ア
の
ほ
う
へ
引

き
返
す
。 

 
 

 

○
（
戻
っ
て
）

若
林

の
部
屋 

若
林
「…

光
？
」 

 
 

Ｓ
Ｅ 

カ
ー
テ
ン
の
開
く

音 

 
 

室
内

が
月
明
か
り
に

照
ら
さ
れ
る
。 

 
 

若
林
、
窓
の
外

を
覗
い
て
い
る

。 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

Ｓ
Ｅ 

か
な
づ
ち
で
釘
打

ち
を
す
る

音 
 

 
 

 
 

 
 

壁
に

光
の
ド
ア

が
現
れ
る
。 
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光
に

照
ら
さ
れ
て
有
馬
の

姿
が
映
し

出
さ
れ
る
。 

 
 

有
馬
、
猟
銃
を

手
入
れ
し
て
い
る
。 

 
 

有
馬
、
銃
身
を

カ
チ
ッ
と

ハ
メ
る
。 

 
 

光
の

ド
ア
が
消

え
、
再
び

暗
闇
に
包

ま
れ
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋
（
朝
） 

 

カ
ー
テ
ン
の
隙
間

か
ら
朝
日

が
射
し
込
む
。 

 

朝
の
光
が
若
林
の
姿
が
映
し
出
す
。 

 

○
有
馬
の

部
屋 

 
 

有
馬
、
猟
銃
を

手
に
う
た
た
寝
し
て
い
る
。 

 
 

光
の

ド
ア
が
現

れ
る
。 

 
 

有
馬
、
は
っ
と

立
ち
上
が
る
。 

 
 

有
馬
、
ド
ア
の

前
に
立
つ
。 

 

若
林
の
声
「
忠
告
だ

」 

有
馬
「…

？
」 

若
林
の
声
「
一
歩
で
も
入
っ
た
ら
ア
ン
タ

は
死
ぬ
」 

有
馬
「…

ほ
ざ
け
」 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 
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有
馬
、
入

っ
て
く
る
。 

 
 

有
馬

、
猟
銃
を

乱
射
す
る

。 

 
 

が
、

若
林
の
姿

は
な
い
。 

有
馬
「…

」 

 

○
若
林
の

部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ 

 
 

若
林

、
目
を
見
開
き
、
燃

え
る
よ
う
な

朝
日
を

見
つ
め
て
い
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

有
馬
、
猟
銃
を

構
え
て
い
る
。 

有
馬
「
出

て
こ
い
！
」 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林

、
朝
日
の

光
を
見
つ
め
て
い
る

。 

 
 

目
が

焼
か
れ
、

苦
し
い
。 

 
 

若
林
、
こ
ら
え
る
。 

 
 

若
林
、
じ
っ
と

朝
日
の
光

を
見
つ
め
る
。 

 
 

若
林
、
こ
ら
え
に
こ
ら
え
、
か
っ
と

目
を
閉
じ

る
。 
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○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

暗
闇

に
あ
り
っ
た
け
の
光

が
射
し
込

む
。 

有
馬
「
？
！
」 

 
 

 
 

 

 
 

有
馬
、
眩
し
さ
で
目
を
覆

う
。 

 
 

持
っ
て
い
た
猟
銃
が
床
に

落
ち
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ 

 
 

若
林
、
目

を
閉

じ
て
い
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中 

 
 

眩
い
ば
か
り
の

光
に
包
ま
れ
た

空
間

で
、
若
林

と
有
馬
、

対
峙
し
て
い
る
。 

若
林

M

「
俺

た
ち
は
怖
か
っ
た
ん
だ

。
俺

た
ち
は
い

つ
だ
っ
て

光
を
浴
び
る
こ
と
に

怯
え
て
い
た

」 

有
馬

M

「
俺
た
ち
は

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

闇
の
住

人
だ
っ
た

」 

若
林

M

「
俺

た
ち
は
光
を
恐
れ

、
た
ち
ま
ち

闇
の
中

へ
と
飲
み

込
ま
れ
て

い
っ
た
」 

有
馬

M

「

恐
れ
る
な

」 
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若
林

M

「

た
だ
光
の
さ
す
ほ
う
へ
」 

有
馬

M

「
た
だ

光
の

導
く
が
ま
ま
」 

若
林

M

「
例
え
ど
ん
な
結
末
を

迎
え
よ
う
と

自
分
の

力
を
出
し

切
る
ん
だ
。
最
大
限

の
力
で
や
る
ん
だ

」 
有
馬

M
「
俺

た
ち
は

光
の
中
を

行
進
す
る

兵
隊
だ
」 

若
林
「
俺
た
ち
は
光
の
中
を
羽
ば
た
く

黄
金

の
鳥
だ
」 

有
馬

M

「
勇
気

を
出

す
ん
だ
」 

若
林

M

「

光
の
中
を

進
む
勇
気

を
！

」 

有
馬

M

「

光
を
恐
れ
な
い

勇
気

を
！

」 

 
 

光
が

若
林
と
有
馬
を
飲
み

込
む
。 

 
 

有
馬

の
断
末
魔

の
叫
び
声

。 

 

○
若
林
の

部
屋
・
ベ
ラ
ン
ダ 

 
 

若
林

、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
す
る
。 

 

○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林

、
目
を
つ
ぶ
る
。 

 

○
若
林
の

瞳
の
中
（
若
林

の
主
観
） 

 
 

視
界

の
片
隅
に

有
馬
の
死
体
が
転
が
っ
て
い
る
。 
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○
若
林
の

部
屋 

 
 

若
林
、
目

を
つ
ぶ
っ
て
い
る
。 

 
 

若
林

の
口
元
に

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
お
わ
り
） 
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